
 

1. コントローラのハウスコードを、A から P の間で設定して

下さい。 

2. 照明アダプターにユニットコードを、1 から 16 の間で設定

してください。 

3. アダプターのプラグをコンセントに差し、照
明器具のプラグをアダプタ下部のコンセント

に差します。 

4. コントローラ側のハウスコードをアダプタと
同じハウスコードに設定します。 

5. アダプターのユニットコード番号と同番号が

記載されたコントローラのボタンを押すと、

そのユニットコードが設定されたアダプタの

照明を操作できます。 

6. 複数のアダプターが同じユニットコード番号

に設定されている場合、全て同時に操作さ

れます。 

         パワーライン・リモートコントロールのしくみ      
操作したい照明にアダプターを設置し、番号を設定します。

コントローラーをコンセントに差し、“１のアダプターをＯＮ”“２

の照明を調光”などの信号を、コントローラーから家中の電

気の屋内配線を通じて、それぞれのアダプターへ送り、制御

しています。（ 電力線搬送 ） 

照明用アダプター F7LM465取扱い説明書 

ユニットコード設定ダイアル－1～16 の範囲で、このアダ
プターを取り付ける照明のユニットコードを設定します。 
 
ハウスコード設定ダイアル －Ａ～Ｐの範囲で、ハウスコ

ードを一つ決めて設定します。 
 
※下部にある照明器具用コンセントにしっかりと照明器具

のプラグを差し込み、照明用アダプターの裏面のプラ

グを壁のコンセントにしっかりと差し込みます。 

ユニットコード設定ダイアル

ハウスコード設定ダイアル 

照明器具用コンセント（下部） 

差し込みプラグ（裏面） 

◎ 接続できる照明機器は 300Wまでの白熱電球やハロ
ゲン電球（100V タイプ）です。 
◎ 蛍光灯、１２Ｖタイプの照明器具等には照明用アダプ

ターを使用しないで下さい。電球タイプの蛍光灯は常

時電流が流れるタイプがあり、その場合は正しく動作

しない事があります。 

使用上の注意： 

当製品はコントローラーと各種アダプター間のリモコン

信号の送受信を屋内の交流100V配線を通して行っていま

す。その為、分電盤のブレーカーで二系統以上の電灯線

に分かれて配線されている場合、ブレーカーにより隔て

られた配線間の信号通信が難しくなることがあります。

なるべく、同一回路内で使用してください。 

又、電灯線内の交流電源に種々の雑音が混入している場

合があります。このような場合もリモコン信号の送受信

の障害になります。それらの雑音は家庭内では、古くな

った蛍光灯装置や家電等から発生していることが多いで

す。そのような場合は、コントローラのボタンを長めに

押すか、2度押すことによってほとんど解消します。それ

でも動作しない場合は、原因になっていると考えられる

家電をノイズフィルター付きの電源タップに接続するこ

とで解消することがあります。 

 

注意：この製品の保証期間は 6ヶ月です。 
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